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生物多様性からの恵み 

 
 私たちは生物多様性からの恵みに支えられて生きています。

たとえば、食べ物、木材、衣服や医薬品。さらに、私たちが生き

るために必要な酸素は植物などによって作られ、汚れた水も微

生物などによって浄化されています。生物多様性は、私たちの

生活になくてはならないものなのです。 

 

 

 国連の呼びかけで 2001 年に発足した生態系に関する世界的な調査「ミレニアム生態系評

価（MA:Millennium Ecosystem Assessment）」では、生態系に由来する人類の利益となる（幸

せな暮らしに欠かせない）機能（生態系サービス）を大きく 4 つに分類しています。 

生態系サービスの内すべての基盤となるもので、水や栄養の循環、土壌の

形成・保持など、人間を含むすべての生物種が存在するための環境を形成

し、維持するものです。 

汚染や気候変動、害虫の急激な発生などの変化を緩和し、災害の被害を小

さくするなど、人間社会に対する影響を緩和する効果を指しています。 

食料や繊維、木材、医薬品など、私たち人間が衣食住のために生態系から

得ている様々な恵みを指します。 

生態系がもたらす、文化や精神の面での生活の豊かさを指します。レクリエ

ーションの機会の提供、美的な楽しみや精神的な充足を与えるものです。 

 

 エネルギーや物質の循環を支えるという物理的な側面から精神や地域固有の文化

に至るまで、私たちは生活の隅々に生態系からの恩恵を受けていることがわかりま

す。  

 


